
DLP高速プロジェクタと提示映像の時間密度の模式図

隠れた部分の補完が関与する錯視の例
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・ヒューマンエラー、消費者購買行動等の課題
に対し、ヒトの知覚認知特性を積極的に活用し
たいと考えている企業、自治体など。

「脳の定石」を活かすことから、定石を適用
したモノ（製品、道具、注意喚起、広告など）
とインタラクションをする際に、違和感を抑制
し、自然に適応できるものと考えます。

心理学研究室 http://www.human.niigata-u.ac.jp/~psy/index.html

人文社会科学系 准教授

中嶋 豊 NAKAJIMA Yutaka

「見えない情報を見る」ヒトの能力の活用
～ 錯覚・錯視のチカラ ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本研究では、安全・安心なモノ作りや広告・告
知等に、ヒトの知覚認知特性（「脳の定石」）を
活かすことで、ヒトにやさしい、魅力あるモノ作
りを提供していくことを目指し、その基礎となる
錯覚・錯視現象に関わるヒトの知覚認知メカニズ
ムの解明を進めています。

具体的には、時間的に見えない情報（ヒトの時
間処理の限界を超えたリフレッシュレートで提示
された情報）により、動いている物体の位置がず
れて知覚される錯視現象を、最大5000 Hzのリ
フレッシュレートを持つDLP高速プロジェクタを
用いて検討しました [1]。また、空間的に見えない
情報（正方形の頂点が隠された図形）を脳が補完
することによって生じる錯視を発見しました[2]。

こうした「見えない情報」をヒトの脳が補って
知覚認知することを考慮すると、例えば、何らか
の情報の提示を顧客や施設利用者等に行なう際、
一部が隠れている画像の方がかえって意図が伝わ
るといったことが期待されます。また、見えない
時間情報の提示を応用すると、ヒトに煩わしさを
感じさせることなく注意喚起を行なうといった用
途への利用が期待できます。

弾性体の回転運動として知覚

剛体の回転運動として知覚

どちらも同じ物理的運動情報

・灰色の正方形が回転するように知覚
・回転の中心軸がぶれて知覚される

一体運動における運動感回転中心軸動揺錯視[2]

高速プロジェクタ
高密度での提示可

右方向への高速運動

従来の提示方法
低密度での提示
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